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え、2005 年 1 月には両大学の共同プロジェクトとして国際学術シンポジウムなどを開催した。
今日までこの墓誌は多くの研究を蓄積し、それらは本研究プロジェクトの目指す留学生の交流に
絞っての東アジア世界における構造研究の基盤となっている。
また、2007 年度～ 2011 年度にかけて東アジア世界史研究センターを立ち上げ、文部科学省に
よって「私立大学学術研究高度化推進事業」（オープン・リサーチ・センター整備事業）として
選定された研究プロジェクト「古代東アジア世界史と留学生」に 5 年間取り組んだ。この研究プ
ロジェクトでは、公開講座（6 回）・シンポジウム（4 回）・研究会（6 回）を開催し、その成果
として「東アジア世界史研究センター年報」（第 1 号～第 6 号）を刊行し、公表してきた。加えて、
唐・新羅・日本・渤海の交通関連の年表と史資料とをリンクさせたデータ「古代東アジア世界史












































シンポジウムについては、第 1 回目を 7 月 14 日に開催し、239 名の参加者を得ることができた。
内容としては、2 世紀から 8 世紀までの内陸アジアや朝鮮半島において内乱や商業活動のため
に移動・移住した人々の動向を東西にわたり検証・検討するものであり、3 世紀から 5 世紀にか
けて内乱によって西方へ移住を余儀なくされた漢民族の定住の状況を埋葬文化の伝播から、また、
7 世紀から 9 世紀の中国国内におけるソグド人の香木売買の事例からソグド人が構築した商業





第 2 回目は 11 月 17 日に開催された。「東ユーラシア地域論の現在―交流・交易からみた北と
南―」と題されたシンポジウムでは、新津健一郎氏（東京大学）、菊池百里子氏（人間文化研究
機構総合情報発信センター）、蓑島栄紀氏（北海道大学）、髙橋昌明氏（神戸大学）の報告が行わ
れた。参加者は 175 名を数えた。本シンポジウムでは、2 世紀から 15 世紀までのベトナム・中
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国の関係から、日本と中国、さらに北海道と東北・大陸との関係など、南北のそれぞれの地域間
における交易や人流のあり様をテーマに定めた。ベトナムにおいては、当時中国の支配下におか
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（1）2018 年度シンポジウム
2018 年 7 月 14 日（土）専修大学神田校舎 2 号館　302 教室　参加者 239 名
第 1 回シンポジウム「古代東ユーラシアの国際関係と人流」
司会・進行　　　　高久　健二（古代東ユーラシア研究センター研究員／専修大学教授）










2018 年 11 月 17 日（土）専修大学神田校舎 2 号館　302 教室　参加者 175 名
第 2 回シンポジウム「東ユーラシア地域論の現在－交流・交易からみた北と南－」
司会・進行　　　　高久　健二（古代東ユーラシア研究センター研究員／専修大学教授）
趣 旨 説 明
10：30 ～ 10：40　 飯尾  秀幸（古代東ユーラシア研究センター代表／専修大学教授）
講　　演










2018 年 7 月 15 日（日）専修大学神田校舎 7 号館　782 教室　参加者 9 名
第 1 回研究会「日韓における韓国考古学の現状と課題」
司会・進行　　　　高久　健二（古代東ユーラシア研究センター研究員／専修大学教授）































出張日程　　2019 年 1 月 30 日（水）～ 1 月 31 日（木）
出張報告
日本の古墳時代前期には、古墳被葬者の性別から、女性首長が一般的に存在していたことが知



















用 務 先　　 ハロルド・ワシントン図書館、シカゴ歴史博物館リサーチセンター、エヴァンスト
ン歴史センター、マックスウェル・ストリート跡地
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（4）2018 年度活動記録
2018 年
 4 月 2 日　　ポスト・ドクター辞令交付　
事務ならびにポスト・ドクター、勤務体制と研究体制の確認










 7 月 1 日　　リサーチ・アシスタント辞令交付





 7 月 10 日　 第 2 回センター会議
議題①シンポジウム及び研究会準備・当日の役割分担　
　　②その他
 7 月 14 日　 第 1 回シンポジウム　神田校舎 2 号館 302 教室
 7 月 15 日　 第 1 回研究会　　　　神田校舎 7 号館 782 教室
 9 月 3 日　　国内出張（9 月 8 日まで）
リサーチ・アシスタント　　李　東奎
出張先　群馬県
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　　④その他
11 月 17 日　 第 2 回シンポジウム　神田校舎 2 号館 302 教室
12 月 10 日　 海外出張（12 月 25 日まで）
ポスト・ドクター　　　　　髙橋　和雅
出張先　アメリカ合衆国
12 月 13 日　 第 4 回運営小委員会
内容　現センターの後継組織設立について
2019 年
 1 月 22 日　 第 5 回運営小委員会
内容　後継計画書提出の承認
 1 月 30 日　 国内出張（1 月 31 日まで）
センター客員研究員　　　　伊集院　葉子
出張先　栃木県・群馬県
 2 月 4 日　　国内出張（2 月 6 日まで）
リサーチ・アシスタント　　李　東奎
出張先　長野県




 3 月 12 日　 第 6 回運営小委員会
内容　5 年間の研究総括と後継プロジェクトの立ち上げの確認
